










1984/4 - 1987/3 名古屋短期大学専任講師
1987/4 - 1994/3 名古屋短期大学助教授
1988/4 - 1989/3 米国プリンストン大学客員研究員
1994/4 - 1998/3  名古屋短期大学教授
1998/4 - 2005/3 京都女子大学短期大学部教授
2002/4 - 2006/3 南山大学大学院文学研究科非常勤講師




































13.「拘束と解放の狭間で―The Odd Women における記号的身体」英語青年　第141巻/ 第
4号・5号　1995/7・8
14. Susan R. Horton, Difficult Women, Artful Lives: Olive Shreiner and Isak Dinesen, In
and Out of Africa（Johns Hopkins UP）（書評） 英語青年　第141巻/ 第12号
1996/3
15.“Between Emancipation and Restraint--Reading the Body in The Odd Women”The

























28. Nancy Armstrong, How Novels Think: The Limits of Individualism from 1719-1900
（Columbia UP）（書評） ヴィクトリア朝文化研究　No.5 2007/11
29. 「Mrs Dalloway という身体―優生学言説をめぐって」英国小説研究　第 23冊
2008/9
30. レイ・ストレイチ著『イギリス女性運動史　1792-1928』（出淵敬子・栗栖美知子監
訳） みすず書房（書評）ヴィクトリア朝文化研究　No. 6 2008/11






34.「眼と耳から読むThe Return of the Native」英国小説研究　第24冊　2012/8
































13.「眼と耳で読むハーディ小説―The Return of the Nativeを中心に」京都女子大学英文
学会2011年度大会　2011/11
14.「身体表象とアダプテーション」（シンポジウム「アダプテーションをめぐって」の
97
司会兼パネリスト）日本比較文学会第37回中部支部大会　2014/12
所属学会
1 日本英文学会
2 日本比較文学会
3 日本ヴィクトリア朝文化研究学会
4 日本ワイルド協会
5 日本ジェイムズ・ジョイス協会
6 テクスト研究学会
7 MLA
